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Rady Children’s Hospital in San Diegoにて実習をさせて頂いて
平田怜子
　この度海外選択実習にて米国のRady Children’s Hospital in San DiegoのCardiologyにて一か月間実習を
させていただきました。
　Rady Children’s Hospital in San Diegoは520床を持つCaliforniaで最も大きな小児病院であり，循環器，消
化器，悪性腫瘍など多くの診療科が充実している病院です。今回私はCaliforniaで川崎病の研究をしていらっ
しゃるDr. Jane Burnsに付かせていただきました。
　小児循環器での実習では，主に心臓カテーテル検査，心臓エコー外来，川崎病外来，MRI検査，手術の見
学をしました。心臓カテーテル検査・治療では，複雑心奇形の症例の病態を把握することに難渋しましたが，
ナースや検査技師さんに非常に多くのことを教えてくださりましたし，専門化されていることが印象的でし
た。川崎病外来では，罹患児のフォローアップで動脈瘤や心機能の評価をしていました。外来の診察の方法
は日本と逆で，患者さんが待つ小部屋に医師が入り診察します。言語や国民性の違いのせいか，患者さんや
ご家族と医師との質問のやり取りがフレンドリーで活発なのが印象的でしたが，患者さんを思う気持ちは世
界共通だと感じました。また，月曜にはUCSDキャンパスで川崎病カンファレンス，金曜には小児科全体の
ground，循環器カンファレンス，昼にはレジデント向けのランチョンセミナーに参加しました。今回は
observerとしてのみの参加でしたのでカルテを閲覧することはセキュリティ上できませんでしたので，先生
方に患者さんの説明をしていただき，その場で質問して深めていく，といった流れの実習でした。また，毎
日の患者さんによって検査や手術が変わるので，レジデントコーディネーターのスタッフと毎日交渉して実
習内容を決めます。セキュリティの関係で厳しいだろうと言われても，熱心に交渉すれば可能性は広がりま
す。
　今回の海外実習のお話は小児科の市田先生，金兼先生に頂きました。Dr. Jane Burnsに実習のお願いをし
たのが12月で実習は 4 月でしたので，この約 3 か月に宿，航空券，交通手段，書類手続き，予防接種等の準
備をを行いました。今回の実習では病院と大学と両方へアクセスしやすいように，Hillcrestのstudio819とい
うホテルをマンスリーで借り， 2 人でルームシェアをして一人 ７ 万円ほどでした。Hillcrestは治安がよく，
ホテルは日本人スタッフが常駐していますし，オートロック・カードキーでセキュリティは保たれていま
す。周囲にはスーパー，ドラッグストア，飲食店が充実しており過ごしやすい地域ですので，おすすめです。
また，予防接種についてですが，DPT接種（三種混合に相当），インフルエンザ予防接種，ツベルクリンの
証明書などは実習を行う上で重要ですので早めに確認しておく必要があります。その他に出発前web上でセ
キュリティチェックのプログラムの受講等を完了しいざ渡米しました。
　今回の実習では日本と米国の医療の違い，様々な生き方，可能性を知りました。言葉の壁などで苦しんだ
ことはたくさんありますが，非常によい経験をさせて頂くことができました。市田先生，金兼先生，山城先
生，応援してくださった方々，ありがとうございました。
